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【報告】  

 

第１３回 日本禁煙科学会 学術総会 ｉｎ 愛知 

 

 

開催概要 

◆テーマ 

   女性と子どもを受動喫煙から護る 

◆開催日・開催地等 

開催日：2018年(平成30年)10月27日(土)-28日(日) 

開催地：愛知県名古屋市 

会 場：ウィルあいち（愛知県女性総合センター） 

愛知県名古屋市東区上堅杉町１番地 

◆大会長 

室原 豊明（名古屋大学大学院 医学系研究科 病態内科学講座 循環器内科学） 

◆主催 

日本禁煙科学会 

◆後援 

愛知県 

◆主たるプログラム 

会長講演、特別講演、教育講演、シンポジウム、分科会、一般演題 

 

【ＵＲＬ】 

◆第１３回 日本禁煙科学会 学術総会のページ 

http://www.congre.co.jp/jascs13/ 

◆第１３回 日本禁煙科学会 学術総会 プログラム・抄録集 

（「禁煙科学」Vol.12(13),2018.13) 

※「禁煙科学２０１８」のページからダウンロードして下さい。 

http://www.jascs.jp/kinen_kagaku/kinen_kagaku_2018.html 



禁煙科学 12巻(2018)-10-P2 

 

【学術総会会長挨拶】  

 

                                                        

                      

 

 

第13回日本禁煙科学会学術総会  

会長  室原 豊明 

名古屋大学大学 院医学系研究科病態内科学講座 循環器内科学 教授 

  

  

 この度、第13回日本禁煙科学会学術総会を、平成30年10月27日(土)～28日(日)の日程で、名古屋市の「愛知県女性

総合センター（ウィルあいち）」で開催させて頂くことになりました。私の場合は、かなりの数の親族がニコチン依

存症に陥り、肺がんなどのタバコに関連する疾患で命を落としております。そのような背景から、私は日頃は循環器

内科医として勤務いたしておりますが、これまで折に触れ、喫煙や禁煙の循環器系への影響に関して基礎的・臨床的

研究を行い、発表して参りました。そのような経緯からか、このたび学会理事長よりご指名を賜りまして、会長の大

任を仰せつかりました。 

 

 喫煙は悪性疾患のみならず、心血管病・呼吸器疾患の大きな危険因子である事は言うまでもありません。日本にお

けます喫煙に関する現状として、少なくとも2つの大きな問題が存在すると思います。1つ目は、日本では受動喫煙の

防止対策が十分ではないということです。喫煙者はもとよりタバコの健康被害を受けますが、受動喫煙者も悪影響を

受けます。最近ではタバコ1日1本の喫煙でも心筋梗塞のリスクが増大することが示されていますが、受動喫煙者は、1

日0.5本程度の喫煙に相当するとも言われています。米国の有名なヘレナ研究では、公共の場を禁煙にする事により、

そのコミュニティーの急性心筋梗塞患者数を減らす事が出来たと報告されています。またオリンピックでは、開催地

の公共の場所は屋内外を含めて原則禁煙にすることが謳われていますが、2020年の東京大会では未だこの施策が完全

には実現出来ておりません。世界基準から見れば、誠に恥じ入るべき状況かと思います。今回の学会では「女性と子

どもを受動喫煙から護る」というテーマをつけさせていただき、特に受動喫煙防止の重要性を議論したいと思ってい

ます。2つ目は、電気加熱式タバコの問題です。一部の喫煙者には、「脱煙」の1ルートとして、禁煙ではなく電気加

熱式タバコへ移行するという現象が起こっています。電気加熱式タバコには、当然ですがニコチンは含まれています

し、毒性のある一部のアルデヒドの含量は紙巻きたばこと同じくらいであるという報告もあります。医学的な健康へ

の影響の十分なデータは未だ蓄積はしていませんが、健康増進・疾病予防を考える医療系の職業人としては、我々は

完全禁煙を目指すべきであると思います。 

 

 このような点も踏まえ今回の学会では、改めて禁煙の重要性について活発に討論する予定です。皆様の奮ってのご

参加を切望いたしております。愛知県（三河）出身の徳川家康公は、日本で最初に「禁煙令」を発布した領主である

と伺っています。当時74歳と長寿であった徳川家康公の健康嗜好を談義しながら、名古屋の街もご堪能ください。 
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【学 会 賞】 

 

 

 

◇受 賞 者：正林督章 氏 

 国立研究開発法人国立がん研究センター理事長特任補佐、前厚生労働省健康局健康課長 

◇受賞理由： 

 健康増進法の制定および改正により、日本の禁煙推進に寄与した。 

 

◇略歴 

  平成 1．3 鳥取大学医学部卒業 

     1．6 都立豊島病院（非常勤） 

     3．2 厚生省入省 

     8．8 厚生省大臣官房厚生科学課長補佐（ロンドン大留学） 

    11．7 WHO（世界保健機関） 

    13．7 厚生労働省健康局総務課生活習慣病対策室長補佐 

    15．4 島根県健康福祉部次長 

    17．4 島根県健康福祉部長 

    18．4 厚生労働省健康局結核感染症課感染症対策企画調整官 

    20．1 （併：健康局疾病対策課肝炎対策推進室長） 

    21．8 厚生労働省健康局結核感染症課新型インフルエンザ対策推進室長 

    22．8 環境省総合環境政策局環境保健部企画課石綿健康被害対策室長 

    23．7 厚生労働省健康局結核感染症課長 

    26．7 厚生労働省健康局がん対策・健康増進課長 

    27．10 厚生労働省健康局健康課長 

    30．8 国立研究開発法人国立がん研究センター理事長特任補佐 


